
三重県行財政改革取組（素案）

～ 「自立した地域経営」の実現をめざして～

平成23年9月 三重県



 自立し行動する県民の皆さんの主体的な活動を支えるためには、
県民の皆さんとの信頼関係を高め、協創の取組を進めることが
できる、職員の意欲および能力の向上が必要です。

 本県の財政状況は、県債残高が年々増加する中、県税収入に
多くを期待できず、また、義務的経費の増嵩が見込まれるなど、
今後はさらに一段と厳しくなることが予想されるため、将来世代
に負担を先送りしない、持続可能な財政基盤の確立が必要です。

 県政運営の仕組みについては、これまでもさまざまな改善に
取り組んできましたが、時代の変化にさらに対応できるよう、
また、県民に成果をより届けることができるよう、不断の見直し
が必要です。

行財政運営にかかる現状・課題
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行財政改革の基本的な考え方
前記の現状・課題を踏まえ、｢先導・変革｣、｢自立・創造｣、｢簡素・効率｣
の3つをキーワードに、行財政運営の改革に取り組み、｢自立した地域経営｣
を実現することにより、｢みえ県民力ビジョン（仮称）｣の着実な推進に
つなげます。

★３つのキーワード

①先導・変革

 これまでに取り組んできたさまざまな改革の蓄積に満足すること
なく、さらなる先導的な変革に取り組みます。

②自立・創造

 地域が自らの地域を自らの責任でつくっていく自主・自立の地方
自治を確立するとともに、県民と共に新しい三重を創造します。

③簡素・効率

 事務事業をはじめ既存の仕組みをゼロベースから見直し、最小の
費用で最大の効果を上げ、簡素・効率を実践します。
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★取組の３本柱

★取組期間

平成24年度～27年度

Ⅰ 県民と共に協創の取組を進める、高い意欲と能力
を持った人材を育てる「人づくりの改革」
Ⅱ 将来世代に負担を先送りしない、持続可能な財政
基盤の確立に向けた「財政運営の改革」
Ⅲ 時代の変化に対応し、県民に成果をより届ける
ことができる「仕組みの改革」
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